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••••• 
澤野 雅樹教授 ( 専 攻  犯 罪 社 会 学 )  

••••• 
( 1 )  社 会 学 と は どの よ う な 学 問 と お 考 え で す か 。   

どう や ら私 は社 会 学 者 と は 思 わ れて い ない よう だ 。 出 荷 元 が 社 会

学 だ った にす ぎない 。社 会 学 科 には 出 所 が 社 会 学 で ない 人 もけ っこ う

い る。 そう い う と こ ろ が社 会 学 であり 、 社 会 学 科 なの かも し れない 。  

 な らば 、 社 会 学 と は融 通 無 碍 で 、 漠 然 と い ろい ろな 人 が い て、さ ま ざ

まなこ と を 研 究 し て い ると こ ろかと い う と 、そう で もあり 、そう でも ない 。 社

会 学 は当 然 な がら 、社 会 に 起 こ る事 象 全 般 を 扱 う が、 対 象 領 域 は人

間 の 社 会 であり 、 視 線 の先 にあ るの も人 間 の 営 み に限 られ る。こ こ が

ちょ っと し た痛 点 な のだ 。  

 今 や自 然 科 学 者 たちが 人 文 系 の問 題 群 に取 り 組 みは じ め、 大 胆

な仮 説 を 発 表 し て い る。 生 物 学 者 や 地 質 学 者 が人 類 や 文 明 に警 告

を 発 す る一 方 で 、 社 会 性 昆 虫 など 「 社 会 性 」の 名 を 冠 し た動 物 の 研

究 を 、 社 会 学 者 は 生 物 学 者 に 任 せ き り にし てき た 。どう し たこ と か？  

 人 文 科 学 の 諸 領 域 は 、間 も なく 自 ら の営 みを 根 底 から 問 い 直 さ ざ

るを 得 なく なる だろう 。関 心 の 的 を 「 人 間 」の枠 内 にと どめ る か否 かを

含 め て岐 路 に 立 た さ れる 。そのと きに 向 かい 合 わなけ れ ばな らない 問

い は、学 問 分 野 の 生 き 残 り を 賭 け ると と もに 、人 間 の 生 き 残 り に つい

ての賭 け を も 含 む も のと なる だ ろう 。  
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( 2 )  先 生 が 専 攻 さ れ て い る 、 あ る い は 、 こ の 大 学 で 学 生 に

教 え ら れ て い る 社 会 学 と は ど の よ う な 学 問 で す か 。  

 大 学 で は「 犯 罪 社 会 学 」と 「暴 力 の 論 理 学 」と い う 講 義 を 担 当 し て

い る。  

 た ぶん 普 遍 的 な 犯 罪 はない 。普 遍 的 な 禁 止 も ない 。 人 類 の 全 体 に

行 き 渡 ってい るよう に見 える 禁 止 さ え 、 し ばし ば解 除 さ れる 。例 えば 、

人 は 普 段 、殺 人 犯 を 声 高 に非 難 す る が、 戦 争 が始 まれ ば禁 止 が解

除 さ れ 、敵 の 兵 士 を 殺 す よう 命 じ られ 、大 量 殺 戮 が 賛 美 さ れる 。殺 人

事 件 を 声 高 に非 難 する その人 が「 遺 族 感 情 」を 楯 に 死 刑 と い う 国 家

によ る殺 人 を 懇 願 し 、殺 害 の 遂 行 に 感 謝 するこ と さ え珍 し くない 。  

 ま た、 法 が ない 社 会 では 、 そも そ も犯 罪 と い う 観 念 す ら生 まれよう も

ない 。 その 種 の社 会 に 暮 ら す人 た ち には罪 責 感 も なく 、 それゆ え日 常

的 に 裏 切 り と 報 復 が横 行 す るこ と にな る。  

 法 と 犯 罪 は人 類 にあま ねく 行 き 渡 っ てい るわけ では ない 。倫 理 や 道

徳 も そう だ 。サ ザ エ さ んの主 題 歌 に「お 魚 くわ えたド ラ ネコ 」 を サザエさ

んが追 い かけ るく だ り がある が、ド ラネコ に加 害 の 意 図 はな く、 単 に 空

腹 だ った にす ぎない 。ド ラ ネコ は 魚 を 盗 ったけ れ ど も悪 い と は微 塵 も 感

じ ない 。そ れゆ えネ コ に良 心 の 疚 し さ を 期 待 する のはバ カ げてい る 。  

 犯 罪 は 、 国 家 を 前 提 と し てい る 。言 い 換 え るな ら 、犯 罪 と は法 と 一

緒 に 制 定 さ れ た 観 念 で ある 。し か も「 加 害 の意 図 」や 「罪 責 感 」と い う

ロー カル な感 情 の あ るこ と を 前 提 し てい る。 今 後 、 我 々 が、 国 際 社 会

と い う 舞 台 にお い て も、 行 為 の 有 罪 性 を 問 題 にし よう と す れば、 西 欧

ロー カル な宗 教 意 識 （ 有 罪 性 、 罪 責 感 ）と の 結 託 を 、と もすれ ば国 際

規 模 で強 要 し か ね ない 。  
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 大 事 な のは 次 の 一 点 だ。 二 一 世 紀 以 降 、 法 秩 序 に 絡 む問 題 はす

べて 、二 〇〇四 年 九 月 、 当 時 の 国 連 事 務 総 長 だ ったア ナン 氏 が 口 に

し た「法 の支 配 は 今 、世 界 中 で 危 機 に 瀕 し てい る」と い う 発 言 か ら汲

み取 れ るあ らゆ る 含 意 と と も に考 察 を 進 めなけ れば な らない 。  

 ( 3 )  １ ～ ２ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 .  『 オ イ デ ィ プ ス 王 』 （ソ ポ ク レ ス  岩 波 文 庫 ほ か ）  ギリ シア悲 劇 の

代 表 作 。物 語 が 素 晴 らし い の は言 う ま でも ない が 、数 千 年 にわ

たっ て文 学 を はじ め 、さ ま ざまな 学 問 に 大 い な る霊 感 を 与 えて き

た点 でも 、 避 け ては 通 れない 。 精 神 分 析 にお け る エ ディ プ ス・コ

ンプ レッ ク スの 概 念 はも ちろ ん 、レヴ ィ＝ ストロ ース によ る 構 造 分

析 な ど例 を 挙 げ れ ばきり が ない 。 ち な みに同 じ 作 者 の『ア ンテ ィ ゴ

ネ―』（ 岩 波 文 庫 で 読 め る） も『 オイ ディ プス 王 』 に劣 らず 重 要 な

古 典 であ る 。真 に 悲 劇 的 な のは 、事 の始 め に ギリ シア悲 劇 を 知

ってし まっ たこ と だ 。 その降 の演 劇 にと って の災 難 と い う 意 味 で 。  

2 .  『 ガ リ ヴァ ー 旅 行 記 』 （ ジ ョナ サ ン ・ ス ウ ィフ ト  岩 波 文 庫 ）  子 ど も

向 け の滑 稽 な物 語 と 思 っ てい る 人 た ち は是 非 と も 読 ん でお こ う 。

当 時 のイ ギリ ス社 会 を 風 刺 し てい るだ け でなく 、そ の批 判 の矛

先 が 現 代 日 本 にま で届 い てい る 書 物 であ る。と にかく 辛 辣 か つ

危 険 な本 だが 、そ のヤバさ こ そ 文 学 の 真 髄 であ ろう 。 危 険 な 文

学 の 系 譜 を 辿 り た い 人 のた めに 他 の 作 品 も 幾 つ か挙 げ てお こ

う 。マ ルキ・ド ・サド 『 ソド ム の 一 二 〇日 』 （青 土 社 ） 、 オス カ ル・パ

ニッ ツァ 『 性 愛 公 会 議 』（ 『パニ ッ ツァ 全 集 』 所 収 、筑 摩 書 房 ） 、

アント ナ ン・ ア ルト ー 『ヘ リ オガ バルス 』（ 白 水 社 ） 、ジョ ルジ ュ・バタ

イユ『 眼 球 譚 』（ 二 見 書 房 ）と い ったと こ ろか 。  

3 .  『 審 判 』 （ フ ラ ン ツ ・ カフ カ  角 川 文 庫 ）  カ フカ の代 表 作 。 で きれ

ば『城 』（新 潮 文 庫 ）も 読 み たい と こ ろ 。 かつて 『アメリ カ』の 表 題

で訳 さ れ てい た 作 品 も 新 たに『 失 踪 者 』の 表 題 で 出 て い る（白

水 ｕ ブッ ク ス） 。短 編 集 もお 勧 め 。 色 々な 読 み 方 がで き るの も カ フ
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カの 魅 力 だ。 興 味 を もっ たな ら 、 次 は カ フカ 論 に 挑 む のも い い だ

ろう 。  

4 .  『 知 識 人 と は 何 か 』（ エ ド ワ ード ・ Ｗ・ サイ ー ド  平 凡 社  1 99 5 ）  

パレス チナ 系 の 英 文 学 者 、サ イード が 学 問 や研 究 を 生 業 と する

者 （ 知 識 人 ）の 姿 勢 を 再 考 し 、 あり う べき 方 向 を 提 示 し た本 。専

門 分 野 に 閉 じ こ もり 、い い よう に権 力 に 利 用 さ れ てし まう タ イプ の

知 識 人 （ 御 用 学 者 と 呼 ぶ）を 批 判 し 、 専 門 分 野 を 越 え て 学 問

の批 判 的 な機 能 を 果 た そう と す る知 識 人 を 擁 護 す る。 カ ン トの

「啓 蒙 と は何 か」や 、マ ッ クス ・ウ ェーバ ーの『 職 業 と し ての 学 問 』

（岩 波 文 庫 ）と 比 較 し ても 面 白 い し 、晩 年 のサ イード が殊 に 親

近 感 を 寄 せ てい たド ゥルー ズ の『記 号 と 事 件 』（河 出 文 庫 ） など

と 併 せて 読 ん で も面 白 い 。  

5 .  『 指 輪 物 語 （ 全 ６ 巻 ） 』 （Ｊ ・ Ｒ ・ Ｒ ・ ト ールキ ン  評 論 社 ）  巷 に溢

れる ファ ンタ ジ ー 文 学 や 、『ド ラ ク エ』『 Ｆ Ｆ』な どＲ ＰＧ ゲーム の原

点 に 位 置 づ け られ る物 語 。全 く知 らな い 人 は、 前 史 に あ たる『 ホ

ビッ ト の冒 険 』 （岩 波 少 年 文 庫 、上 下 巻 ）か ら 読 み 始 め る のもい

い 。著 者 のト ールキ ンは オッ ク スフ ォード 大 学 で言 語 学 の 教 鞭 を

と ってい た大 学 教 師 。 同 僚 の集 まり に Ｃ・Ｓ ・ル イス もい て 、 執 筆

中 の『 指 輪 物 語 』の 朗 読 に刺 激 さ れ 、『 ナルニア 国 物 語 』 （ 岩 波

少 年 文 庫 、全 7 巻 ）を 構 想 し たと い う 逸 話 もあ る 。た っ た 一 人

の想 像 力 でこ こ ま で 広 大 かつ 細 密 な 世 界 を 創 造 し 得 たこ と にも

驚 きを 禁 じ 得 ない 。 全 巻 を 読 破 し たと き 、映 画 『 ロード ・オ ブ ・ザ・

リ ング』 三 部 作 です らダ イジ ェスト 版 に すぎな か ったこ と に 気 づ か

さ れる 。  

6 .  『 ホ ッ ト ・ ウォ ータ ー ・ミ ュ ー ジ ッ ク 』 ( チ ャ ール ズ ・ ブ コ ウ ス キー  新

宿 書 房 )  つべこ べ 言 わず に読 んで み る。 最 初 は 、小 説 で あれ エ

ッセ イ であ れ、 短 い 文 章 がたくさ ん詰 ま った 本 か ら 入 る のが い

い 。文 庫 化 さ れてい るも の もたくさ んあ る ので 、適 当 に 見 つく ろっ

て読 んでみ よう 。『 ホ ット ・ ウォータ ー・ミ ュ ージッ ク』 が本 屋 に ない

場 合 は、 『町 でい ち ばんの 美 女 』（ 新 潮 文 庫 ）、 『あり きたり の狂
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気 の 物 語 』 （ち くま 文 庫 ）、 『ブコ ウス キ ー・ノ ート 』（ 文 遊 社 ）、『 く

そっ たれ！ 少 年 時 代 』（ 河 出 文 庫 ） 等 、何 で もい い 。 要 は 、ブコ

ウスキ ーの 文 章 が 自 分 の趣 味 に 合 う か合 わ ない かを 確 かめるこ

と であ る。 教 訓 らし きも のが 何 も ない た だの文 章 が そこ かし こ に

転 が ってい る。 笑 い 、酔 い 痴 れ るこ と が でき たな ら 別 の 本 に 手 を

出 せば よい 。 もし も ブコ ウ スキー が「お 下 劣 で嫌 い 」な ら 、 今 度 は

リ チャード ・ブ ロー デ ィガ ンを 手 にと り 、『 西 瓜 糖 の 日 々』 （河 出 文

庫 ）や 『ア メ リ カの鱒 釣 り 』（ 晶 文 社 ） に 向 か って みよう 。  

7 .  『 死 亡 遊 戯 』 （ 藤 沢 周  河 出 文 庫 ）  物 語 より も 彼 の 書 く鋭 利 な

文 章 を 味 わ って ほし い 。小 説 の 中 で 、 言 語 はい ったい 何 を し よう

と し てい るのか 、 何 を 指 し 示 し 、何 を 微 分 し よう と し てい る のか。

「著 者 は何 を 言 い た い のか」と い う 愚 か な問 い かけ か ら 足 を 洗

い 、文 章 がい ったい 何 を し てい る のかと い う 観 点 に移 らない と 、

藤 沢 の書 く も のの 真 価 はわか らない だろう 。 他 に も芥 川 賞 受 賞

作 の『 ブ エノ スア イ レ ス午 前 零 時 』 （河 出 文 庫 ）な どがあ る 。 私 的

な話 にな るが 、藤 沢 はわたし が 大 学 生 の頃 か らの 友 人 で あり 、

『死 亡 遊 戯 』の 文 庫 版 でわ たし が「 解 説 」を 書 い たのは 、 青 臭 い

学 生 時 代 、 酒 の 席 で冗 談 めかし て語 っ てい た 夢 が図 ら ずも 現

実 に なっ たこ と の 証 であ る。  

8 .  『 素 数 の 音 楽 』 （ マー カ ス ・ デ ュ ・ ソ ー ト イ  2 0 1 3 年  新 潮 ク レ ス

ト ）  試 験 監 督 を し てい ると 睡 魔 に負 け そう に なると きがあ る。 私

はノ ートに 素 数 を 書 き込 んだ 紙 を も っ て い て、 それを 取 り 出 し 、

空 欄 に入 る 数 の素 因 数 分 解 を 始 め る 。す ると なぜ か数 秒 のう ち

に目 が 冴 える 。たと えば 、紙 片 の 15 77 に相 当 す る空 欄 に は

「19× 83」と 記 入 さ れてい る 。 その一 行 上 には 素 数 「1 567」 がど

んと 身 構 え てい る 。 そし て 考 え る。 素 数 には規 則 や 秩 序 が ある

のだろ う か 。その 解 （ただし 未 解 決 ） が い わゆるリ ー マ ン予 想 だ 。

本 書 は数 学 史 上 最 大 の謎 と 言 う べ きその 核 心 にぐ い ぐ い 迫 っ

てい く途 轍 もな く美 し い 本 であ る 。ソ ート イには ほか にも 『シ ンメト

リ ーの地 図 帳 』や『 知 の 果 てへ の旅 』( と もに 新 潮 ク レスト ) と い う
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面 白 い 本 が 目 白 押 し だ。 つい で にもう 一 冊 、『 「無 限 」 に 魅 入 ら

れた天 才 数 学 者 た ち』（ア ミ ール ・D・ア クゼル  ハヤ カ ワ文 庫 ）を

挙 げ てお こ う 。『 ウラ ニウム 戦 争 』 ( 青 土 社 ) で も知 られ る 著 者 だ

が、こ こ では 集 合 論 の創 始 者 であ る カン トールと 不 完 全 性 定 理

のゲー デルを 精 神 の病 に 追 い 込 んだ 数 学 の魔 物 が 扱 わ れてい

る。 カ ントー ルと ゲー デルを 襲 った のは「 無 限 」と い う モン スタ ーで

あり 、 その 底 無 し の 深 さ には 空 恐 ろし さ さ え感 じ さ せ られ る だろ

う 。こ ち ら も 数 学 嫌 い の人 にお 勧 め 。  

9 .  『 フ ァ ス ト ＆ス ロ ー （上 ・ 下 ） 』 （ ダニ エ ル・ カ ー ネ マ ン  ハ ヤ カワ 文

庫  2 0 1 4 ）  2 0 0 2 年 にノ ーベ ル経 済 学 賞 を 受 賞 し た心 理 学 者

の代 表 作 。当 人 は 経 済 学 の 単 位 を 取 ったこ と すら ない 生 粋 の

心 理 学 者 。 なのに どう し て 経 済 学 でノ ーベ ル賞 を 取 れた のか?  

その理 由 を 知 り たけ れば本 書 を 読 むべ し 。21 世 紀 の 経 済 学 と

心 理 学 の 出 発 点 は まちがい なくこ こ に あ る。 フ ロ イトの『 夢 判 断 』

の 21 世 紀 版 と 言 っ ても よい 。2016 年 のノ ーベ ル 経 済 学 賞 受

賞 者 、リ チ ャード ・セ イラー はカ ーネ マン の弟 分 。 気 に な る 人 は

『セ イラ ー 教 授 の 行 動 経 済 学 入 門 』（ ダ イヤモ ンド 社 ）と 『 行 動

経 済 学 の 逆 襲 』（ 早 川 書 房 ）を 手 にと るべし 。  

10 .  『 生 命 4 0 億 年 全 史 （ 上 ・ 下 ） 』 （リ チ ャー ド ・ フ ォー テ ィ  草 思 社

文 庫  2 0 1 3 ）  先 ずは続 編 の『 地 球 46 億 年 全 史 』（ 草 思 社 ）を

手 にと り 、渡 辺 政 隆 氏 によ る「 訳 者 あ と がき」を 読 ん でみ てほし

い 。あ るホ ーム レ ス の老 人 か ら読 者 カ ード が版 元 に 寄 せ られ た。

その老 人 は 街 灯 か 月 明 かり を たより に 文 字 を 追 っ た 後 、 夜 空 を

眺 め 、い っ たい 何 を 思 っ てい た のか 。た ぶん数 十 億 年 に及 ぶ悠

久 の 歴 史 に思 い を 馳 せな が ら、 自 分 の 生 命 が歴 史 の 一 コ マと

し て、 今 、こ こ に 、た またま 瞬 い てい ると い う 感 覚 だっ たの で はな

い か。そ れにし ても 、 イ ギリ スの 生 物 学 者 た ちは 、どう し て 叙 事 詩

を 紡 ぐ こ と に、 あん なに も長 け てい る の だろう ‥‥ 。  
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 ( 4 )  ３ ～ ４ 年 次 で 読 ん で 欲 し い 本  

1 .  『 エ チ カ 』 （ ス ピノ ザ ）  一 挙 に 読 破 し よう と か、すぐ に理 解 し よう と

考 え ては なら ない 書 物 。 岩 波 文 庫 か ら 上 下 巻 で 出 てい る が、 中

公 ク ラ シ ッ ク スの 工 藤 訳 の方 が 読 み 易 い 。工 藤 はド ゥル ー ズ『 ス

ピノ ザと 表 現 の 問 題 』（ 法 大 出 版 局 ） の訳 者 で もあ る 。わ かり や

すい 入 門 書 か ら 入 り たい と い う 向 き に は、 上 野 修 『 スピノ ザの世

界 』（ 講 談 社 現 代 新 書 ）、 『ス ピノ ザ『 神 学 政 治 論 』を 読 む』（ ちく

ま学 芸 文 庫 ）がお 勧 め 。ス ピノ ザ の存 命 中 に出 版 さ れ 、 大 ス キ

ャン ダルを 引 き 起 こ し た『神 学 ・ 政 治 論 』を こ れ以 上 は 望 め ない

と い う くらい 明 晰 に 説 き 明 かし てい る 後 者 は 、絶 品 料 理 の 味 わ

い 。次 に進 むと し た ら、 たぶ んジル・ ド ゥ ルー ズ『ス ピノ ザ ― ―実

践 の 哲 学 』 （平 凡 社 ラ イブラ リ ー）し か ない 。こ れ らを 読 ん で何 か

を 渇 望 す る 気 持 ち が湧 い て 来 た ら 、 熱 が冷 め ない う ち にス ピノ ザ

に向 かう べし ！  

2 .  『 言 葉 と 物 』（ ミ シ ェル ・ フ ー コ ー  新 潮 社  1 9 7 4 ）  お そらく二 〇

世 紀 後 半 で 最 も 話 題 に なっ た 思 想 書 であ ろう 。 『狂 気 の 歴 史 』

や『監 獄 の 誕 生 』な ど他 の主 著 が 社 会 学 に 役 立 つ 内 容 を 含 む

と すれば 、『 言 葉 と 物 』は 社 会 学 的 な 思 考 が歴 史 の 一 時 期 に

位 置 づ け られ てし ま った 本 で あ る。 大 袈 裟 な 言 い 方 を すれ ば、

彼 が 規 定 し た思 考 の条 件 を 越 えら れ なけ れば 、社 会 学 の未 来

もない 。  

3 .  『 千 の プ ラト ー 』 （ジル ・ ド ゥ ルー ズ ＋ フ ェリ ッ ク ス ・ ガタ リ  河 出 書

房 新 社  1 9 9 4 ）  初 期 の 社 会 学 が 孕 ん でい た 野 蛮 な可 能 性 は

あら かた 、こ の 哲 学 書 が 実 現 し てし ま っ た。 わたし の 乏 し い 読 書

経 験 の範 囲 で 言 え ば、 社 会 学 の 中 で はロバ ート・ Ｋ・ マー トンの

『社 会 理 論 と 社 会 構 造 』が一 冊 の 本 と し てはも っと も豊 かな道

具 箱 だ ったが 、 その 多 彩 さ を 軽 く凌 駕 する 桁 外 れの 本 で ある 。

例 えば 、 「言 語 学 の 公 準 」と 題 さ れ た賞 の数 十 頁 だけ で も 言 語

を めぐ る既 存 の 思 想 や 科 学 の 流 れを 刷 新 する だけ の 力 を 持 っ
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てい る 。ち なみ に「 言 語 学 の 公 準 」を 読 むた めの 参 考 書 を 幾 つ

か挙 げ てお け ば 、『 言 語 と 行 為 』（Ｊ ・Ｌ ・オー ステ ィ ン  大 修 館 書

店 ） 、『 一 般 言 語 学 の諸 問 題 』 （ エミ ー ル・バ ンヴ ェニス ト みす

ず書 房 ） 、『 知 の考 古 学 』（ミ シ ェル・ フ ーコ ー  河 出 文 庫 ） であ

る。 （あと 、こ れは あ まり 指 摘 し たく なか った のだが 、 文 庫 化 を 経

ても まだ 直 ってい な い ので、 冒 頭 の「リ ゾーム 」 中 の 重 要 な 一 文

が抜 け てい るこ と だ け 言 い 添 え てお く 。）  

4 .  ハ ナ ・ ア ーレ ン ト 『 全 体 主 義 の 起 源  Ⅰ ～ Ⅲ 』 （ ハナ ・ アー レン ト  

み す ず 書 房 、 1 97 2～ 1 9 74 年 ）  歴 史 を 読 むと い う こ と は、 私 た ち

が生 きてい る時 代 を 問 う こ と に直 結 し てい る 。本 書 は 21 世 紀 の

世 界 がア レ ント が 見 据 え た時 代 と 地 続 きで あり 、 同 じ 断 層 に脅

かさ れてい るこ と を 教 え てくれ る 。昨 今 は 20 世 紀 を 振 り 返 る 仕

事 も 多 く 、 たと えば 『 21 世 紀 の資 本 』 （ト マ・ピ ケテ ィ  み すず 書

房 ） も経 済 史 か らの 提 言 と い う 以 上 に、 経 済 格 差 の社 会 史 と し

て読 むこ と がで き る 。も っと 激 し い のが お 好 みな ら 、ニ ーア ル・ファ

ーガ ソン の『 憎 悪 の 世 紀 （上 ・ 下 ） 』（ 早 川 書 房 ）と い う 大 部 でへ

ヴィー な 20 世 紀 史 もあ る 。テ ィモシ ー・ スナ イダ ーのコ ンパ クトな

本 、 『O n  T y r a n n y  :  Tw en t y  L e s s o n s  f r o m  t h e  Twen t i e t h  

Cen t u r y 』 （T i m  Du g g a n  B o o k s ）は 、 英 語 に学 びつづ け るため に

も使 え るが 、19 32 年 に ナチス に投 票 し たド イ ツ人 も 、19 4 6 年 に

チェコ ス ロヴ ァ キア 共 産 党 に 投 票 し た チェコ 人 やス ロヴァ キア人

も、 それ が最 後 の 選 挙 に なると は 思 って い なかっ たと い う 一 節 に

は忘 れ がたい ものが ある 。  

5 .  『 恋 す る 虜 』 （ジ ャ ン ・ ジ ュ ネ  人 文 書 院  1 9 9 4 ）  ジュネの遺 作 。

そし てた ぶん 最 高 傑 作 。 何 の前 提 も なく 、こ れだけ を 読 むと 、お

そら く何 が何 だかわ から ない 。 途 中 で 挫 折 し たく なけ れば 。 パレ

スチナ 問 題 を 扱 った 新 書 を 数 冊 買 い 込 んで 、それ らを 全 部 読 ん

でか ら、 今 度 は 噛 み し める よう に 読 ん で みよう 。さ ら に もう 一 度 は

じ めから 。 そう すれ ば、こ の 本 の 真 価 が身 に 染 み て 、生 涯 手 離
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せなく なる 。『 シ ャテ ィーラの 四 時 間 』と い う 、『恋 す る虜 』と 対 を な

す小 品 も 単 行 本 化 さ れてい る ので 、併 せて読 んでい ただ き たい 。  

6 .  『 過 程 と 実 在 （ 上 ・下 ） 』 （ ホ ワ イ トヘ ッド  松 籟 社  上 ・ 1 9 8 4／

下 ・ 1 9 8 5）  ホワイト ヘ ッド 自 身 は 表 の 哲 学 史 の 伝 統 を 標 榜 し て

い るが 、どう 考 え て も裏 哲 学 に 属 し てし まう 人 であ る。 表 の 系 譜

を 代 表 す るの がプ ラ トン 、トマ ス、 デ カル ト 、 カント 、ヘ ー ゲル だと

すれば 、裏 の系 譜 の代 表 格 は パルメ ニデス 、ド ゥン ス・ ス コ トゥ

ス、 スピノ ザ、 ライ プ ニッ ツ、 ニーチ ェと な る。 『過 程 と 実 在 』 の内

容 が 最 も 近 い のは 、お そ らく スピノ ザの 『エチ カ』 では ない だ ろう

か。 それ ら二 つの 大 著 はい ずれ も パルメ ニデス の「 一 」を 揺 り 動

かし て「 多 」を 導 くこ と に原 理 的 な水 準 で挑 戦 し た 。  

7 .  『 ゼ ノ ン ４ つ の 逆 理 』（ 山 川 偉 也  講 談 社  1 9 9 6 ）  パルメニデス

の弟 子 にあ た るの が、 エレア 派 の ゼノ ン。 「エ レア 派 の」と 付 け る

のは、 同 じ く らい 有 名 な 同 名 の哲 学 者 がい るた め（ ストア 派 のゼ

ノ ン） 。エ レア 派 のゼ ノ ンは 、あの ゼノ ン のパラド クス で有 名 な人 で

ある 。私 が読 んだ 本 のう ち 、ゼノ ンのパラ ド クス の内 容 と そ の 可

能 性 を 最 も 深 い 水 準 で 解 明 し た本 が こ れであ る 。参 考 文 献 と し

てはプ ラ ト ン の『パ ル メ ニデス 』（ プラト ン 全 集 第 4 巻 、岩 波 書

店 ）が 最 適 であり 、 またベ ル ク ソン の『 時 間 と 自 由 』や『 物 質 と 記

憶 』（ 白 水 社 の 個 人 訳 全 集 が無 条 件 にお 勧 めだ ！） な ども 併 せ

て読 んでみ よう 。彼 がゼノ ンを 批 判 すれ ばする ほど 、 逆 に エ レア

派 の 思 想 に近 づ い てゆく のがわか る 。  

8 .  『 ニ ー チ ェと 悪 循 環 』 （ ピ エ ー ル ・ ク ロ ソウ ス キ ー  哲 学 書 房  

1 9 8 9）  膨 大 な数 に のぼる ニーチ ェ研 究 の中 の 最 高 峰 であ ると

同 時 に最 難 関 の本 がこ れ。 ハイ デガ ー の『ニー チェ 』（Ⅰ～ Ⅲ、 白

水 社 ）やド ゥルー ズ の『ニー チェと 哲 学 』 （国 文 社 、河 出 文 庫 ）さ

え明 快 に 過 ぎ ると 感 じ ら れる 超 弩 級 の思 想 書 だが 、わ かり にく

い 理 由 は ニーチ ェに ある より も 、 むし ろ ク ロソ ウス キー にあ る 。彼

の本 に 立 ち向 かう 度 に 、ま だ私 はキリ スト教 がわか ら ない と 思 う

し 、ク ロ ソウ スキ ーが わから ない う ち はキ リ スト教 の深 み が見 えて
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い ない と 考 え てし ま う 。扱 われ てい るテ ーマは ニーチ ェの 人 生 と

思 想 と を 一 方 を 他 方 に 還 元 するこ と な く正 確 に 重 ね 合 わ せるこ

と であ る。 ニーチ ェが 絡 ん でい るの で 、難 解 と 言 わ れな がら も こ の

本 はそ れで もわ かり やすか った 。 ニーチ ェの怪 し い 波 動 が 渦 巻

く二 〇 世 紀 前 半 の 思 想 につい ては 多 く の研 究 書 が あ るが 、と り

わけ マッ ク ス・ ウェー バーと の 関 係 を 論 じ たも のと し て『 社 会 科 学

の現 在 』（ 山 之 内 靖  未 来 社 ） に 注 目 し たい 。  

9 .  『 啓 蒙 の 弁 証 法 』 （ホ ル ク ハ イ マ ー ＝ ア ド ル ノ  岩 波 文 庫  20 0 7

年 ）  言 わずと 知 れ た「隠 れた 名 著 」で あるこ と に よ って 有 名 に な

り 過 ぎ た本 であ る 。 実 際 、 同 時 代 に フ ァ シ ズム の 本 質 を あ そこ ま

で突 い た点 は 見 事 だろう 。し かし 、そ ん な骨 董 趣 味 で済 む なら 、

い っそ 読 ま ない 方 が よい 。 そし て 、どう せ 読 むの な ら、 ホル ク ハイ

マー＝アド ルノ の「 啓 蒙 」概 念 と ウ ェー バーの「 脱 呪 術 化 」 を 比

較 し てみ ると い い 。 さ らには 『不 死 の ワ ンダ ーランド 』（ 西 谷 修  青

土 社 ）を 読 み 、 ウェ ーバーや ア ド ルノ 、 ハイデ ガー など ド イ ツ産 の

思 想 を レヴ ィナ ス、 バタ イユ 、 ブラン ショ などの フラ ン ス産 の 思 想

に繋 げ て 考 え 、再 び 20 世 紀 の怪 物 たち（ ファ シ ズム 、 共 産 主

義 、 世 界 戦 争 な ど） を じ っくり 考 察 し て みるの も よい 。  

10 .  『 生 命 の 〈 系 統 樹 〉は か ら み あ う 』 （ デ イヴ ィ ッ ド ・ ク ォメ ン  作 品

社  2 0 2 0 年 ） 私 たちが 今 、 も っと も 知 るべ き、 もし く は情 報 を 更

新 すべ き 分 野 はウ イル ス学 だろう 。 感 染 症 だけ で なく 、ワ クチ ン

製 造 やゲノ ム 編 集 の分 野 で もウ イル ス が今 、も っと もホ ット な存

在 なの だ 。もう 一 冊 挙 げ るな ら 、山 内 一 也 『 ウ イ ル ス の 意 味 論 』

( み す ず 書 房 )が最 適。 生命 と 身 体 の秘 密に 迫 りた いな

ら 、 ニッ ク・ レー ン の『ミ トコ ンド リ ア が 進 化 を 決 め た』と 『 生 命 の

跳 躍 』（い ずれ もみ すず書 房 ） がすば ら し い 。ダー ウィ ンの 『 種 の

起 源 』（岩 波 文 庫 ） や『人 間 の 由 来 』（ 講 談 社 学 術 文 庫 ） の 21

世 紀 版 を 満 喫 し た い なら 、『 生 物 はな ぜ誕 生 し たの か』（ ピータ

ー・ウォ ード ＆ジョ セ フ・ カーシ ュヴ ィ ンク  河 出 書 房 新 社 ） で決 ま

り だ。  
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 ( 5 )  先 生 の 代 表 的 な 著 書 ま た は 論 文 を 二 つ か 三 つ 教 え て く だ さ

い 。 

以 下 の二 冊 は 、同 じ 人 が書 い たのかと 言 われ るく らい テ ー マが異 な る

が、 もち ろ んど ち らも 私 が 書 い た ものだ 。  

1 .  『 絶 滅 の 地 球 誌 』 （講 談 社 選 書 メ チ エ 2 0 1 6 ）  世 界 の現 在 と

人 類 の未 来 を 展 望 する ための やや厚 めのガ イド ブッ ク 。問 題 の

スケー ルが大 き 過 ぎ ると 感 じ られ るか も し れない が 、真 に必 要 な

「一 般 教 養 」は 、こ の本 で 扱 った 問 題 圏 に 飛 び 込 むと こ ろ から

始 ま るので はない だ ろう か 。帯 の「 全 地 球 人 、 必 読 の 書 ！ 」と い

う あお り 文 句 はやや 大 げさ に 感 じ られ る かもし れ ない が 、執 筆 時

はマジ でそう 思 っ て い た。  

諸 君 には 、「 今 」が 人 類 にと っ ての 岐 路 なの だと 、危 機 感 を 以 て

社 会 学 を 学 んで ほ し い 。 

実 際 、 人 間 は 大 丈 夫 なの か？  

2 .  『 ミ ルト ン ・ エ リ ク ソ ン 魔 法 使 い の 秘 密 の 「 こ と ば」 』 （ 法 政 大 学

出 版 局  2 0 1 9 年 ）  し ばし ば「魔 法 」と 形 容 さ れ るミ ル トン ・ エリ ク

ソン の臨 床 の 秘 密 に言 語 論 の観 点 か ら迫 っ た本 。 対 象 領 域 は

精 神 医 学 や臨 床 心 理 学 に なる だ ろう が、ア プロ ーチの 仕 方 か ら

すると 言 語 哲 学 、ま たは哲 学 や 言 語 学 を 駆 使 し た 言 説 分 析 と

なる だろう 。  

 平 明 な文 章 だけ ど 、あ まり くど くど 説 明 し てい ない か ら、 気 を 抜

くと 置 き 去 り にさ れ ると 忠 告 し てお こ う 。う まく ス ピード に 乗 れると

そのま ま「魔 法 」 の 深 みに 連 れ 込 ま れ るだ ろう 。で きれば 二 度 読

んでほし い 。二 周 目 にはやや ちがう 風 景 が見 え てく ると 約 束 し よ

う 。そう い う ふう に書 い たので 。  

 


